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経
済
法
令
の
掲
載
に
つ
い
て

本
誌
は
今
月
腕
よ
り
、
新
た
に
「
相
持
法
令
」
な
る
一
欄
を
設
け
て
、

世
令
法
令
お
よ
び
鰹
持
法
令
と
認
む
J

「
き
も
の
込
主
な
る
・
も
の
で
、
最
近

に
鑑
布
せ
ら
れ
た
も
白
を
掲
載
す
る
乙
主
誌
な
っ
た
。

組
近
、
立
法
の
混
同
習
を
見
る
に
、
組
済
に
闘
す
る
法
律
命
令
は
、
質
に

於
て
も
封
に
於
て
も
、
益
三
重
き
を
な
す
に
豆
り
、
法
律
田
研
控
は
都
済

に
回
附
す
る
一
般
的
知
識
な
〈

L
て
は
完
晶
な
る
を
得
ざ
る
と
共
に
、
料
隣

の
研
究
、
前
に
柄
済
政
策
の
研
究
も
、
之
に
闘
す
る
成
I
M

入
訟
を
廟
慮
す
る

こ
と
な
く

L
て
は
蓮
む
る
こ
と
能
は

f
る
白
紙
態
と
な
っ
た
。

一
正
束
、
純
情
感
は
、
解
消
事
象
円
本
質
を
探
求
し
て
そ
の
う
ち
に
右
す

る
所
。
法
則
を
悶
明
す
る
を
以
て
本
務
ー
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
訴
済
法
令

は
、
紹
桝
串
に
よ
り
て
闇
明
せ
ら
れ
た
る
鰐
商
事
象
山
本
質
と
そ
の
法
制

止
に
恭
き
、
岡
民
料
済
の
健
全
な
る
設
遣
を
計
る
目
的
を
以
て
之
を
凱
定

に
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
d

故
に
、
立
#
者
同
相
済
法
令
に
於
て
、
料
商

事
象
山
本
質
と
法
則
在
、
地
び
に
之
に
闘
す
る
手
続
的
規
則
を
規
定
す
る

に
官
り
、
科
部
用
中
町
教
ゆ
る
所
に
従
ひ
、
そ
の
本
車
白
地
官
に
於
て
肌
買
に

之
を
規
定
の
上
に
鵠
L
出
さ
ん
と
と
を
目
的
と
す
る
。
而
し
て
そ
の
然
る

こ
ー
と
を
得
た
る
範
明
内
に
於
て
は
、
法
令
の
掴
千
と
粗
情
事
串
の
本
質
及

び
法
山
と
は
、
完
全
に
相
ご
世
す
る
磐
の
も
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
.
法
律
は
、
そ
の
統
一
的
な
る
瞳
系
を
栴
成
ナ
る
に
つ
い

第
一
一
十
巻

(
第
五
挽

主王

) 

九

四

て
、
一
つ
の
技
術
を
用
ゐ
、
各
種
内
規
定
目
的
た
る
も
り
を
統
一
的
な
る

型
に
は
め
込
む
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
白
結
果
、
親
済
事
象
白
本
質
も

法
則
も
、
一
度
び
と
り
法
律
技
術
の
手
に
か
L

り
て
規
定
の
表
両
に
見
は

れ
た
る
と
き
に
は
、
そ
の
本
車
の
容
の
鑑
に
は
之
に
窓

L
曲
さ
れ
て
居
な

い
こ
と
が
あ
る
。
立
訟
者
に
よ
り
で
院
へ
ら
れ
た
る
陸
前
事
象
的
性
質
と

法
則
と
が
、
そ
の
本
車
の
も
心
と
w
V
る
乙
と
あ
る
は
之
が
た
め
で
あ

る
。
併
し
縦
ひ
本
車
の
も
の
と
興
る
所
あ
り
と
は
い
へ
、
桝
済
事
患
が
一

度
、
法
律
現
象
と
な
り
た
る
以
上
は
、
そ
の
後
山
麓
注
文
は
裂
選
は
頗
る

大
な
る
程
鹿
に
於
て
、
法
令
白
胤
主
に
骨
折
宇
せ
ら
る
L

所
と
な
る
は
言
L

主
で
も
な
い
。

ζ

、
‘
に
於

τ、
将
済
事
の
研
拡
に
つ
き
二
ワ
円
闘
悌
が
生
ず
る
。
一
号

は
、
経
済
事
象
の
研
究
、
特
に
抑
制
済
政
策
の
問
先
に
つ
い
て
は
、
之
に
闘

す
る
所
。
法
令
を
考
慮
の
外
に
置
〈
乙
と
を
得
ぎ
る
ζ

と
で
あ
る
。
も
一

ワ
は
、
法
令
の
規
定
が
静
済
事
象
の
本
質
と
法
則
と
に
持
だ

L
〈
相
添
阻

ぎ
る
に
至
る
と
き
に
は
、
相
神
間
同
学
者
は
之
が
改
正
を
研
究
す
る
の
怪
務
を

負
指
せ
ね
ぽ
な
ら
日
と
と
で
あ
る
。

右
は
、
た
ピ
畢
唱
の
考
へ
に
過
ぎ
ざ
る
所
て
あ
る
が
、
本
誌
に
粧
済
法

令
が
掲
載
せ
ら
る
お
こ
と
L

な
っ
た
引
も
、
恐
ら
く
は
か
L

る
事
情
に
適

臨
L
て
、
研
究
者
の
偲
宜
を
計
ら
ん
止
す
る
の
趣
旨
に
出
づ
る
も
白
で
あ

る
と
思
ふ
に
よ
り
、
と
の
法
令
欄
白
新
設
を
紹
介
す
る
に
古
り
之
を
一
言

す

る

夜

第

で

あ

る

。
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